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1. はじめに 

 RE247 (RE2Ba4Cu7O15-, RE : 希土類元素)は、RE123(REBa2Cu3O7-)と RE124(REBa2Cu4O8)が c軸

方向に交互に積層した結晶構造を有する超伝導体である。Y247 では = 0において、Y123の Tc = 

92 Kより高い Tc = 95 Kが報告されている[1]が、高酸素分圧下での合成が必要でかつ CuO 鎖面を

構造内に持つ RE247 では特にイオン半径の大きい中軽希土類元素を用いた場合には自発的な

RE/Ba 固溶が進行しやすく、Tcは RE123の場合とは逆に RE3+のイオン半径が大きくなるとともに

単調に低下する[2]。RE123 においては還元雰囲気下での熱処理が RE/Ba 固溶の抑制に有効である

ことが知られており、これは CuO 鎖面の酸素量の減少による Ba2+サイトの配位数の低下によって

局所的な電気的中性のため高価数である RE の占有が不利になるためである。RE247 でも同様に

酸素量を減らす高温ポストアニールにより RE/Ba固溶の抑制が期待できるが、RE247が分解しな

い条件でアニールする必要がある。そこで本研究では、相生成時の酸素分圧よりも低い様々な酸

素分圧下で RE247(RE = Nd, Gd)焼結体のポストアニール

を行うことで相安定領域の解明および超伝導特性の変化

を系統的に調べた。また、Y247の超伝導特性改善には前

駆体の高温還元雰囲気下焼結による結晶性向上も重要で

あることがわかっており[3]、本研究でもこれを採用した。 

2. 実験方法 

 仕込金属組成が RE247(RE = Nd, Gd)となるように原料

粉末を混合し、仮焼、焼結、酸素アニールを行うことで反

応前駆体(RE123 + CuO)を得た。この前駆体を石英管封管

内で 960°C, 24 h で焼成することにより RE247 を作製し

た。粉末 XRD測定により焼成後および様々な条件でポス

トアニールし最後に酸素アニールした試料の構成相を調

べた。また、一連の試料の超伝導特性は SQUID 磁束計を

用いた磁化測定、交流 4 端子法による抵抗率測定により

評価した。 

3. 結果と考察 

 Fig. 1 に酸素気流中でポストアニールした Gd247 焼結

体の粉末 XRDパターン、Fig. 2に Gd247の相安定領域を

示す。酸素気流中では 910°C まで Gd247 相が安定あるこ

とがわかり、72 hの後熱処理を行った試料では 90 K級の

超伝導を示した。Gd/Ba固溶の抑制のためのポストアニー

ル条件の最適化によりさらなる Tc の向上が期待できる。

また、Fig. 2 より、Gd247 は前回報告した Y247 と同様に

相生成領域より広い相安定領域を持つことが明らかにな

った。講演では作製したGd247の超伝導特性およびNd247

の相安定領域と超伝導特性についても報告する。 
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Fig. 1 酸素気流中で後熱処理を 

行った Gd247の粉末 XRD パターン 

 

 

Fig. 2  Gd247相の安定領域 
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